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[要約] 

 沖縄県における 1977－2015 年のハブ類咬症資料のう

ち，主要加害種によるもの，ハブ 2730 件，サキシマハ

ブ 1388 件，ヒメハブ 469 件を材料に用い，過去の受傷

回数，被咬回数，牙痕数別に，症状と治療の各項目の件

数を集計した．各ヘビ種による咬症頻度の比較に際して

は，全咬症以外に，既報の分析において受診医療機関や

時代の間で差異が大きかった症状と治療の項目について

は，咬症件数が 100 以上をみたす医療機関や時代別に集

計した．各項目は既報と同じ 2 群，ならびに一部では新

たに設定した 2 群に分け件数を比較した． 

 以下では，同様な傾向が複数例認められた場合を記す．

被咬回数が 2 以上において，ハブ咬症では抗毒素注射有

りの頻度が，サキシマハブでは入院有りの頻度が，高い

傾向があった． 

 複数種における共通の傾向として，過去の受傷回数に

ついて，疼痛と出血で傾向が認められた 6 例のすべてに

おいて，回数が 1 以上より 0 のほうが症状有りの頻度が

高い傾向があった．ハブとサキシマハブのそれぞれにお

いて，過去の受傷回数が多い方が，抗毒素注射有りの頻

度が高い傾向があり，また被咬回数が 2 以上のほうが，

抗毒素注射有り，治療期間が 7 日以上の頻度が高い傾向

があった． 

 牙痕数が多い場合には，以下のような高頻度が多く認

められた．疼痛はハブとサキシマハブのそれぞれにおい

て，腫張は 3 種ともにおいて，出血はハブとヒメハブに

おいて，抗毒素注射有りは 3 種ともにおいて，抗毒素使

用量が 30 ml または 40 ml 以上はハブとヒメハブのそれ

ぞれにおいて，治療期間が７日または 14 日以上ならび

に入院が有りと入院期間が長期は 3 種ともにおいて，機

能障害有りはハブとサキシマハブのそれぞれにおいて，

高頻度が認められた．前記の傾向のうちの一部について

は，牙痕数 2 以上のみならず，3 または 4 以上に設定し

た比較においても複数種において同様の傾向が認められ

た． 
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